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【担当本所／安江 隆浩】

深層学習を利用したモモの選果技術の開発

熟練技術が必要なモモの選果作業について、

デジタル技術とＡＩの活用により、誰にでも

選果ができる選果機の開発を目指します。

今年は画像から選別可能な形質や障害を明

らかにすると共に、深層学習による選果精度

向上についてコニカミノルタ（株）、岡山大

学と共同研究を進めます。

令和４年度新規プロジェクト研究を紹介！
中山間地域農業の維持・発展の為には、デジタル技術の活用による生産性向上や、近年

の気候変動に適応した新技術や新品種開発が必要です。このため、

今年度から新たに取組む２つのプロジェクト研究を紹介します。

【担当支所／服部 哲也】

切花フランネルフラワーの出荷予測・開花調節技術の開発

切花フランネルフラワーの個別栽培管理に

対応した出荷予測及び開花調節技術を県農業

技術センターと共同で開発します。加えて夏

期冷涼な中山間地域に適した作型及び栽培技

術を開発します。

【担当本所／可児 友哉】

人工衛星によるセンシング等を活用した飛騨
地域水稲生育・品質管理技術の開発

人工衛星を活用したセンシング技術による水

稲「コシヒカリ」の品質や食味の推定並びに

メッシュ気象データに基づく生育予測とクラ

ウド型の生育情報システムを組み合わせた飛

騨全域の水稲生育・品質管理システムをビ

ジョンテック（株）と共同開発し、社会実装

を目指します。

農畜水産業のDX加速化プロジェクト研究（令和４年~6年）

●農業の省力化、効率化を飛躍的に高めるため、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）
による革新的技術開発を進めるためのプロジェクトです。

刈取り前の「コシヒカリ」タンパク質含量の推定）

切花用フランネルフラワー品種 “ファンシーマリエ”

飛騨桃「白鳳」選果後の状況（上段：秀品、下段優品）
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人事異動（令和４年４月１日付） よろしくお願いします。
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【担当本所／可児 友哉】

【担当本所／安江 隆浩】

農業の気候変動適応プロジェクト研究（令和4年~8年）

気候変動を凌駕する水稲新品種開発と現地展開

気候変動の影響により増加が懸念される障害に対応

する新品種の育成とその栽培技術を開発します。

当所では穂発芽し易い欠点を持つ「たかやまもち」

と「ひだほまれ」の品種改良を農研機構作物研究部門

と共同で行います。

気温上昇に対応した岐阜県果樹の産地移動･新品目導入のための基盤技術の開発

本県果樹産地の将来を見据えた樹種選定、気温上昇

途上での早期産地化のための耐凍性評価や栽培法並び

に病害虫防除方法を検討します。加えて既存樹種の長

寿命化のための対策技術など果樹産地持続に必要な基

盤技術を岐阜大学と共同で開発します。

【担当支所／杉本 和広】

夏秋トマト産地維持を可能とする気候変動
適応技術の確立

今後の夏季の高温化による夏秋トマトの生産性の低

下を回避するため、新たな夜間冷却システムや高温等

の影響を回避する新たな作型の開発を岐阜大学の協力

を得ながら実現します。

●近年の気候変動が及ぼす農業への影響に適応した新技術・新品種を開発します。

【担当本所／岩腰 翔太】

ＩｏＴ技術を組み合わせた夏ホウレンソウ
栽培のＡＩ遮光技術の確立

当所が開発した黒球内温度制御による内張クロス自

動遮光技術について、岐阜大学工学部と連携し、新し

いセンサーやＩｏＴデバイス等を用いて増収や省力化

につながる機能向上とコスト低減を目指します。

難穂発芽性品種のDNAマーカー育種

内張クロス遮光の自動開閉機構


